
船舶事故等調査報告書 

                                   平成２２年１２月１６日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０仙第３７号 

事故等種類 運航阻害 

発生日時 平成２１年１１月２６日（木） ２１時２５分ごろ 

発生場所 青森市青森港沖館西防波堤灯台から真方位０３４°１.９海里付近 

（概位 北緯４０°５２.５′ 東経１４０°４４.６′） 

事故等調査の経過  平成２２年５月１４日、本インシデントの調査を担当する主管調査官

（仙台事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

 事実情報 

 船種船名、総トン数 旅客船 ３号はやぶさ、２,１０７トン 

 １３５３５３、共栄運輸株式会社  船舶番号、船舶所有者等 

 乗組員等に関する情報 機関長、三級海技士（機関） 

 死傷者等 なし 

 損傷 なし 

 事故等の経過  本船は、船長及び機関長ほか１２人が乗り組み、乗客３２人及び車両３

０台を搭載して北海道函館市函館港を出航し、青森港港界付近を航行中、 

補助ボイラの不調によりＣ重油を加熱できなくなったため、発電機の燃料

油をＣ重油からＡ重油に切り替えた際、平成２１年１１月２６日２１時２

５分ごろ、発電機がブラックアウトし、主機が停止した。 

本船は、投錨して行き足を止めたのち、機関長が原因を調査したとこ

ろ、Ａ重油供給管系統上の弁が閉まっていたため、同弁を開放して発電機

及び主機を再始動し、２３時１５分ごろ、青森港に入港した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南西、風力 １、視界 良好 

海象：平穏 

 その他の事項  本船は、平成２１年７月３１日、乗組員が、Ａ重油供給管系統上のこし

器の掃除を行った際、同こし器前後の弁を閉めたが、掃除終了後、同弁を

開放していなかった。 

分析 乗組員等の関与 あり 

船体・機関等の関与 なし 

気象・海象の関与 なし 

判明した事項の解析  本船は、青森港港界付近を航行中、発電機の燃

料油をＣ重油からＡ重油に切り替えた際、Ａ重油

供給管系統上の弁が閉まっていたため、燃料油が

発電機に供給されずに発電機がブラックアウト

し、主機が停止したものと考えられる。 

 本船は、乗組員が、Ａ重油供給管系統上のこし

器の掃除を行った際、同こし器前後の弁を閉めた

が、掃除終了後、同弁を開放していなかったもの

と考えられる。 

原因 本インシデントは、本船が青森港港界付近を航行中、発電機の燃料油を

Ｃ重油からＡ重油に切り替えた際、Ａ重油供給管系統上の弁が閉まってい

 



 

たため、燃料油が供給されずに発電機がブラックアウトし、主機が停止し

たことにより発生したものと考えられる。 

 




